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に多くの文献を読み解き、そこから言葉を探し、自己の文章として言葉を紡いで行く作業を淡々とこなして
来たことは高く評価する点である。 
また本人自身が自己の作品を語る文章は、いささか回りくどく、思いが先走る所が有るが、これは本人が
持っている多様な思考の振り幅がなせる事であり、今後への期待が大きい所である。 
作品創作に関しても、独自な造形意識を持ち、これでもかという繰り返しの作意を持ち合わせて完成させ
ている。作品は一見すると造形的な彫刻作品なのであるが、随所に引き出しや、引き戸が設けられ、一つ一
つに意味の在る用途性も備えている。これらは見る者が、作品に立ち向かった時に外形の造形美から感じる
イメージをある種、反対側に引きずり込む効果を持ち現している。 
この造形意識は大きな固まりを彫り崩して行くという行為からは生まれない。本人が「合わせの美学」を
博士課程の研究テーマにしたように一つ一つの小さな造形物を「自己複製」と言う言葉通りに解釈しながら、
一つの単位を合わせる事によって完成させている。組み合わせて行く、合わせる技法として、あえて英語を
使い「同化」（adjust）と「増殖」（connect）という二つの言葉で代表される行為によって産み出しているの
である。 
最終的に本学美術館の地下の天井の高さを超える大型の作品は１８０を超えるユニットで組み上がり、そ
の一つ一つが天に昇って行く構造物の取っ手がついた引き出しとなっている。階段箪笥としての構成で両側
から大きく二つが合わさることでつながり、最上部は金箔を施した「蝶」で固定されている。表面は荒く削
り出された「ちょうな」の跡が、申請者の造形に対する行為として残されている。 
見る人に圧倒的なスケール感を与えるが、その階段に両側から二人が同時に登り、頂上で出会う事によっ
て生まれる出会いの時間は、体験者に意識革命を起こすのである。 
今回提出された作品の質と量、そして膨大に紡いだ言葉の集成である論文とも本学の博士号を取得するの
にふさわしい内容である事を、審査員一同の総意として記しておく。今後ますます複雑に進化する造形作品
を創り上げ、世界で活躍できる芸術家、指導者になって行く人材であると信じている。 
